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研究雑話(121) 姿勢反射の発達とリズム運動の習熟(19)
障害児教育・動作学誌上実軍国)

藤井力夫
段階4・3と段階2、緊張性腰反射と母指球部支持。

前回は、足服部での珪郷的な荷重調

節、第3駈による中是骨骨額面撤撤働

揺の抑制についてあ笥しました。緊張

性腹反射が増強さ才、腹部緊張だけの

最適な片足立ちが、どのような足蹴に

より約束されているか、その様態を浮

き彫りにできたと思っていまホゐ中足

骨骨頭部横軸動帽による母指球部近

傍での重:'L'保持が、第3駈の抑制・緊

張により安定された姿態、そう言える

でしょう。

母指外車通商と母指内転筋の関係、短指

屈筋を背景にした長指屈筋の緊張に

よる重心蝦揺の抑制、これらカ糟像で

きます。これに至るまでの足屈繍節は

どのようなものか、今回は、緊世袖腰

反射の利用と足肢での荷重調節の実

際についてお話したbL

園、パ骨ーンB.C、Dは、雑話117、

片足立ちテストの発達関棒、緊張倒要

反射・帯当朋姿態からみた足蹴5点荷重

変動の典型事例?に
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パ世ーンB、中足骨骨頭官積鞘掛畠

での緊張性贋反射利用.片足立ち・段

階4bと対応緊張性腹反射による片

足工作上体傾慨ひ明世ち直りを

相周(泌49秒)。九キッフ動作は足関

節底屈による誘発の段階(同5)。腫・

母指球部の長軸動揺とともに中足骨

骨頭部・4鄭揖掘により重心を維持。
長軸・横割謝揺はパターンAより九

不安定時にi本第3駈による抑制、利

用可官民

パ~ーンC. 璽心・置部寄りでの緊

弼主腰反射・鎗前茄伴。片足立ち・段

階3bと対瓜緊張性脳恐怖閲する

が、綿織転を随伴、術向きでの重心

保持 (50.42秒)。スキップ動僧主甫蹴

持ち上げによる誘発の邸皆(伺4)。

、第1血路直からは解放されているが、

足蹴・後方でE椅重保持。母指球部は

銭床しているが、中足骨績割郵揺には

不向き。身障怜線部まま、瞳部及Wト
縁部で重心を保持。不安定には長制動

揺で妨e，
パ合一ンD、第1副強直横輔樹掘で

の犠向き保持、母指球部離床:片足立

ち・殴鰭2aと対底緊弼主III!反射利

用不可。身障宇を修桝させ欄向きのまま

重叫桝(29.58秒)。スキップ動作開

始、両肩持ち上げによる誘発の段階

(同3)。第1魁が強直し、母指球部

地司事いてしまう.強直・第1祉と第5

中足官官頭部との横離樹揺、及u喧童部
と第1駈の長制巌揺で重心を保持。母

指球部を介さなu、横軸動幅と長軸動

紘遊費倒・持ち上Ifl~よる不安定に

闘耐え得ない。豊酔制国斜・横向きによ

る遊離・片足立ち。
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